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1
2
月
1
2
日
⑧
ク
リ
ス
マ
ス
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

~
「
在
京
自
室
会
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
「
①
0
0
a
一
〇
コ
聖
a
⊃
O
」
発
足
~

在
京
白
璽
会
に
、
4
番
目
の
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
「
芸
術

鑑
賞
ク
ラ
ブ
○
○
S
巨
O
n
B
十
嘗
○
(
ル
・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
)
」
で
す
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
芸
術
家
を
囲
み
一
緒
に
芸
術
に
親
し
も
う
と
い
う

も
の
。
ス
タ
ー
ト
は
森
知
英
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

鑑
賞
ば
か
り
で
な
く
、
芸
術
家
本
人

も
参
加
し
一
緒
に
交
歓
す
る
こ
と

で
、
芸
術
に
よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
い
う
の
が
、
会
の
主
旨
で
す
。

「
ル
・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
」

の
活

動
は
、
昭
和
6
3
年
卒
の
在
京
自
重

会
員
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
森
知
英
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
今
後
は

年
1
-
2
回
、
作
品
展
や
観
劇
会

な
ど
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
の

都
度
、
会
報
や
在
京
白
書
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
期
待
下
さ
い
。

な
お
、
「
ル
・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
」

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
会
員
ご
家
族
の

参
加
も
O
K
で
す
か
ら
、
こ
の
機

会
に
ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ
て
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

在
京
日
豊
会
に
は
、
画
家
や
書
家
、

彫
刻
家
、
音
楽
家
、
文
学
や
演
劇
な

ど
の
分
野
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
会

員
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

「
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
○
○
S
a
十
〇
日

B
十
a
ロ
C
(
ル
・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
)

は
、
様
々
な
分
野
の
芸
術
家
と
一
緒

に
芸
術
に
親
し
む
ク
ラ
ブ
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
「
ル
・
サ
ロ
ン
・

ブ
ラ
ン
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で

「
白
聖
」
と
い
ゝ
主
恩
味
で
す
。

芸
術
は
、
ふ
つ
う
は
個
人
と
か
数

ゲノスマスピアノコンサートで演奏する

ピアニストの森知英さん(S63年卒)

人
の
グ
ル
ー
プ

で
鑑
賞
す
る
こ

と
が
多
い
の
で

す
が
、
「
ル
・

サ
ロ
ン
・
ブ
ラ

ン
」
は
作
品
を

鑑
賞
す
る
だ
け

で
な
く
、
芸
術

家
を
囲
む
パ
ー

テ
ィ
ー
を
同
時

に
開
催
し
ま
す
『

作
品
や
演
奏
の

クリスマスピアノコンサート
ーデュオの響きへ

●日 時 2006年12月12日(火)

コンサート 18二00′-19:00

パーティー19:00-20:30

●会 場「カワイ表参道」2階コンサートサロン『パウゼ』

(地下鉄銀座線「表参道駅」A「出口すぐ)

渋谷区神宮前5-1丁E」.03-3409-2511

●演 奏 森 知英(S63年卒)ピアニスト コンサート企画

松岡 淳(H元年卒)ピアニスト

渡辺智子(国立音楽大学大学院在学中。S48卒渡辺寛氏子女)

●プログラム モーツアルト:2台のピアノのためのソナタK,448より

サン・サーンス:動物の謝肉祭(2台ピアノ版)より

チャイコフスキー:バレエ「くるみわり人形組曲(2台ピアノ版)」より

●会 費1万円 ●定 員 80名

●申込み 電話、FAX、電子メール、はがきにより事務局宛お申し込み下さい。

〈在京白雲会事務局〉
〒105-0003港区西新橋1-17-11リバティ11ビル

TEL/FAXO3-3501-1391

E-maii:rtdcpLOhsawa@yahoo.co.jp

※会費は「在京白聖会事務局」口座(三菱東京UFJ新橋支店普通5007653)

宛てお振り込み下さい。折り返し参加チケットをお送りいたします。

●締切り11月20目(ただし定員になり次第先着順締め切ります)

森

知
英
(
ピ
ア
ノ
・
S
6
3
年
卒
)

東
京
聾
術
大
学
大
学
院
修
士
過
程
修
了
。

盛
岡
一
高
2
年
在
学
中
、
第
弱
国
日
本
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
。
1
9
9
5
年
、

第
1
3
回
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

に
日
本
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
デ
ィ
プ

ロ
マ
を
得
る
。
近
年
で
は
、
1
9
9
9
年
か

ら
2
0
0
4
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
「
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
全
3
2
曲
演
奏
会
」

(
全
9
回
)
が
話
題
と
な
り
、
高
い
評
価
を

得
た
。
吉
田
見
知
子
民
ら
に
師
事
。

松
岡

淳
(
ピ
ア
ノ
・
H
元
年
卒
)

東
京
萎
術
大
学

大
学
院
修
士
課
程

修
了
。
1
9
9
3

年
マ
リ
ア
・
カ
ナ

ル
ス
国
際
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
名
誉
デ
ィ
プ
ロ
マ
、
第
1
回
ス

ー
パ
ー
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
第
1
位
等
国
内
外
に
お
い
て
受
賞
多
数
。

1
9
9
9
年
に
は
邦
人
と
し
て
初
め
て
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、
ピ

ア
ノ
部
門
に
於
い
て
第
1
位
。
2
0
0
3

年
春
に
は
、
キ
エ
フ
で
行
わ
れ
た
《
現
代

音
楽
際
事
に
招
増
さ
れ
、
《
キ
エ
フ
・
ソ

ロ
イ
ス
ツ
事
と
の
共
演
を
始
め
ソ
ロ
、
室

内
楽
の
演
奏
会
を
開
催
、
絶
賛
を
博
し
た
。

現
在
、
東
京
聾
術
大
学
、
昭
和
音
楽
大
学

及
び
同
短
大
非
常
勤
講
師
。

渡
辺
智
子
(
ピ
ア
ノ
・
父
の
寛
氏
が
S
4
8
年
卒
)

国
立
音
大
学
附
属
高
校
、
同
大
学
ピ
ア

ノ
専
攻
卒
。
現
在
、
同
大
学
院
2
年
に
在
学

中
。
2
0
0
3
年
ウ
ィ
ー
ン
夏
期
音
楽
セ
ミ

ナ
ー
で
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
サ
ッ
ツ
氏
の

マ
ス
タ
ー
ク
一
ブ
ス
を
受
講
、
デ
ィ
プ
ロ
マ

取
得
。
ピ
ア
ノ
を
森
知
英
民
ら
に
師
事
。
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地震予知最前線研究者の講演
郷土の酒の「利き酒」と試飲

昭和43年甲子園出場時の映像放映

アトラクションは高橋研氏のミニライブ

i
●06年綻会、盛大に開催

5月「3日(士)

アルカディア市ヶ谷に263名が集う

平
成
1
8
年
度
在
京
日
豊
会
総
会
が

5
月
1
3
日
(
土
)
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
で
開
催
さ
れ
、
あ
い
に
く
の

雨
に
も
関
わ
ら
ず
総
勢
2
6
3
名
が
集

合
、
大
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
大
学
地
震
研
究
所
佐
藤
比
呂

志
教
授
の
講
演
会
で
は
、
首
都
圏
の

プ
レ
ー
ト
や
地
震
予
知
の
話
に
、
参

加
者
全
員
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
り

ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
の
サ
ー
ク
ル
活
動
等

の
報
告
な
ど
総
会
が
滞
り
な
く
終
了

し
た
あ
と
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
で
は
舌

自
慢
の
4
0
人
ほ
ど
が
利
き
酒
に
挑

戦
。
残
念
な
が
ら
全
問
正
解
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
優
秀
者
4
名

に
及
川
昭
伍
顧
問
の
作
陶
に
よ
る
ぐ

い
飲
み
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ

の
間
、
岩
手
の
銘
酒
と
地
ビ
ー
ル
の

試
飲
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

S49年卒のシンガーソングライター及び音楽プロ

デューサー、高橋研さんのミニコンサート風景。

「翼の折れたエンジェル」ほか数曲を熱唱した

←在京自重会を支えて
いるいつものメンバー

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

で
は
、
高
橋
研
氏
が
自
作
の
名
曲

「
翼
の
折
れ
た
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
「
メ
リ

ー
ア
ン
」

を
熱
唱
。
ア
ン
コ
ー
ル

「
懐
か
し
の
4
号
線
」

で
、
会
場
の

熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

続
い
て
昭
和
4
3
年
の
甲
子
園
の
映

像
が
映
し
出
さ
れ
、
当
時
の
野
球
部

員
に
よ
る
解
説
も
飛
び
出
し
、
全
員

が
懐
か
し
さ
に
浸
る
う
ち
に
袴
姿
の

4
9
年
応
援
団
が
登
場
。
現
役
さ
な
が

ら
の
リ
ー
ド
に
よ
る
校
歌
、
応
援
歌

の
蛮
唱
、
エ
ー
ル
で
会
場
の
興
奮
は

再
び
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
。
最
後
に

次
年
度
幹
事
5
0

年
卒
の
皆
さ
ん

の
挨
拶
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

来
年
も
5

月
1
3
日
創
立
記

念
日
の
開
催
で

す
。
皆
さ
ん
、

ま
た
来
年
も
盛

り
上
が
り
ま
し

ょ
,
つ
ー
・

44名の自重女子会員が出席。次回開催から会報で開催のご案内をします

第2回

「在京白墨レディス会」

レポート
7月2日(日)

「グランドヒル市ヶ谷」で開催

●

会の名称を

「在京白聖レディス会」に決定

小田中聡樹東北大名誉教授

今
年
も
7
月
2
日
(
日
)
、

「
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
」
で

第
2
回
在
上
界
日
豊
会
女
子
の

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幹

事
は
S
2
9
年
卒
女
子
で
、
4
4

名
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
開
催
で
以
下
の

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

*
会
の
名
称
を

「
在
京
自

重
レ
デ
ィ
ス
会
」
と
す
る
。

*
開
催
幹
事
は
7
0
歳
に
な

っ
た
年
次
生
が
担
当
す
る
。

*
会
の
代
表
は
そ
の
と
き

の
在
京
自
重
会
の
女
子
の
副

会
長
と
す
る
。

会
は
、
懇
談
の
後
2
9
年

卒
の
東
北
大
学
名
誉
教
授

小
田
中
聡
樹
氏
が
「
私
た
ち

が
生
き
て
き
た
時
代
、
そ
し

て
今
…
」
と
い
う
題
で
講
演
。

高
校
生
当
時
の
音
楽
会
や
映

画
、
新
聞
、
ク
ラ
ブ
の
雑
誌

な
ど
の
懐
か
し
い
資
料
を
お

持
ち
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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昭
和
2
0
年
卒
年
次
呼
称
の
変
更
に
つ
い
て

萬

藤
五
郎
(
昭
和
2
0
年
卒
)

こ
れ
ま
で
昭
和
2
0
年
卒
は
5
カ
年
で
卒
業
の
年
次
を
A
、
4
カ
年
で
卒
業
の
年
次
を
B
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、

そ
の
呼
称
が
昨
年
末
か
ら
5
カ
年
で
卒
業
し
た
年
次
を
「
昭
和
2
0
年
次
」
、
4
カ
年
で
卒
業
し
た
年
次
を
「
昭
和

2
0
年
次
4
年
京
王
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
背
景
と
経
緯
を
高
藤
五
郎
先
輩
に
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

去
る
4
月
2
1
日
、
在
京
日
豊
会
幹

事
会
が
東
郷
神
社
社
務
所
に
於
い
て

開
催
さ
れ
、
第
3
7
年
度
の
在
京
日
豊

会
総
会
に
つ
い
て
の
議
案
が
審
議
さ

れ
た
。
そ
の
席
に
於
い
て
、
議
案
書

の
一
部
、
卒
業
生
年
次
の
欄
に
、
昭

和
如
年
卒
A
、
昭
和
2
0
年
卒
B
、
と

記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
次
の
呼
称

が
今
年
よ
り
変
更
さ
れ
、
A
、
B
が

削
除
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
白

璽
会
報
の
編
集
委
員
に
告
げ
た
。

編
集
子
は
わ
れ
わ
れ
当
事
者
と
違

い
初
め
て
聞
く
ら
し
く
、
逆
に
、
こ

の
事
に
つ
い
て
、
経
緯
、
経
過
を
在

京
日
豊
会
紙
に
投
稿
し
て
く
れ
な
い

か
と
依
頼
さ
れ
た
。

私
は
昨
年
盛
岡
で
白
書
0
0
会
の
総

会
に
出
席
し
た
際
、
こ
の
問
題
は
白

聖
0
0
会
の
大
事
な
問
題
で
あ
り
2
0

0
5
年
中
に
解
決
す
べ
く
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
集
約
中
で
あ
る
、
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
と
、
我
々

中
学
校
時
代
の
生
活
を
年
次
の
若
い

方
々
に
知
っ
て
貫
い
た
い
と
の
思
い

も
あ
り
承
知
し
た
。

昨
年
の
暮
れ
配
布
さ
れ
た
白
墨
通

信
N
O
.
誓
2
0
0
5
年
1
2
月
2
1
日

付
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
の
欄
に
、
事
務

局
か
ら
。
呼
称
変
更
の
お
知
ら
せ
“

と
し
て
次
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
あ

っ
た
の
で
こ
こ
に
転
記
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

萬藤五郎氏
萬先輩は、「20年卒B」の年次内では「20年次4年卒」

という呼称より「60期4年卒」のほうがすっきりし

ていてよいという声も多かったと伝えています

「
こ
れ
ま
で
昭
和
二
十
有
志
丁
は
五
カ

年
で
卒
業
の
年
次
を
A
、
四
カ
年
で

卒
業
の
年
次
を
B
と
呼
ん
で
お
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
次
や
年
次

代
表
者
会
議
で
の
話
し
合
い
の
結

果
、
次
の
よ
う
に
呼
び
名
を
変
更
い

た
し
ま
し
た
。
五
カ
年
で
卒
業
し
た

年
次
-
昭
和
二
十
年
次

四
カ
年
で

卒
業
し
た
年
次
-
昭
和
二
十
年
次
四

年
卒
」以

上
で
す
が
、
た
っ
た
、
こ
れ
だ

け
の
こ
と
に
長
い
年
月
を
掛
け
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
年
次
や

年
次
代
表
者
会
議
で
の
話
し
合
い
の

結
果
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
昨
年
日
月
1
日
に
発
行
さ
れ
た

『
瀦
ら
四
年
卒
』
《
白
墨
ハ
十
期
四

年
卒
生
編
撃
の
冒
頭
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
(
こ
れ
に
は
、
そ
の
当
時
の

学
徒
動
員
生
活
の
模
様
が
詳
し
く
記

さ
れ
て
い
ま
す
)
。

概
略
を
説
明
し
ま
す
と
、
6
1
年
前

に
遡
り
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
で
日
本

が
負
け
た
年
、
1
9
4
5
年
(
昭
和

2
0
年
)
、
戦
時
特
令
で
昭
和
1
5
年
入

学
の
5
年
生
と
、
昭
和
1
6
年
入
学
の

4
年
生
と
が
一
緒
に
卒
業
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
前
の
年
に
は
大
学
生

や
専
門
学
校
生
が
半
年
繰
り
上
げ
卒

業
で
9
月
に
卒
業
さ
せ
ら
れ
、
戦
場

へ
と
赴
い
た
厳
し
い
年
で
し
た
。
盛

岡
中
学
を
は
じ
め
、
全
国
一
斉
に
昭

和
3
年
生
ま
れ
の
4
年
卒
業
生
が
誕

生
し
た
の
で
し
た
。

我
々
盛
岡
中
学
報
国
隊
は
昭
和
2
0

年
3
月
2
9
日
、
5
年
生
と
4
年
生
が

一
緒
に
動
員
先
の
平
塚
工
場
・
雨
天

体
育
場
で
空
襲
警
報
を
心
配
し
な
が

ら
卒
業
式
を
挙
げ
た
の
で
し
た
。

広
島
原
爆
。
8
月
1
5
日
終
戦
。
世

は
民
主
主
義
の
時
代
と
承
り
名
簿
の

卒
業
年
次
を
ど
の
よ
う
に
記
載
す
べ

き
か
と
言
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
よ
り
、
前
記
の
よ
う
に
す
れ
ば

よ
か
っ
た
訳
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

理
由
で
留
年
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

方
々
の
強
い
意
見
が
で
て
ま
と
ま
ら

ず
、
世
は
英
語
万
能
時
代
、
5
年
卒

は
A
、
4
年
卒
は
B
、
と
言
う
こ
と

に
収
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
4
年
卒
の
B
組

は
心
の
ど
こ
か
に
、
文
字
か
ら
く
る

差
別
感
あ
る
い
は
劣
等
感
の
よ
う
な

も
の
が
鬱
積
し
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

現
象
を
起
こ
し
、
B
と
記
入
す
る
の

に
一
瞬
と
ま
ど
い
を
感
ず
る
に
至
り

ま
し
た
。
正
し
く
心
の
問
題
で
す
ね
。

そ
の
う
ち
0
0
周
年
を
迎
え
、
な
ん

と
し
て
も
解
決
し
た
い
と
思
う
組

と
、
年
老
い
て
、
細
か
い
事
は
忘
れ

た
組
も
、
共
に
卒
業
0
0
周
年
記
念
を

お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
、
と
、
合
意
し

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上

※

『
わ
れ
ら
四
年
卒
』

(
発
行
所

盛
岡
タ
イ
ム
ス
社
)
F
>
X
.
〇
十
や
貧
ド

い
二
も
二
岩
田
「
e
よ
す
報
洛
千
二
十

あなたは、何校持っていますか。
八重畑達男先輩(S18年卒/左の写真右から3人目)から、事務局に自

重の記念手拭いをご寄贈いただきました。故・福田隆先生デザインの

ものが多いですね。さて、あなたはこの内、何枚持っていますか?
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第
4
回
在
京
白
聖
会
ゴ
ル
フ
大
会

日
月
「
7
目
㊥
開
催

第
4
回
目
を
迎
え
た
在
京
白
墨
会
ゴ
ル
フ
大
会
。
回
を
重
ね
る

ご
と
に
盛
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
参
加
、
年
次
で
の
チ
ー
ム

参
戦
い
ず
れ
も
大
歓
迎
で
す
。

(
開
催
要
領
)

●
期
日

平
成
1
8
年
n
月
1
7
日
(
金
)

●
会
場

ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

茨
城
県
竜
ヶ
崎
市
泉
町
原
口

に
遇
や
寸
「
∴
〇
円
「
e
選
手
貧
i
〇
二
〇

●
ス
タ
ー
ト

○
∃
・
星
共

~
‥
1
5
か
ら
各
6
組

●
集
合
時
間

8
‥
3
0
(
厳
守
)

●
募
集
定
員

4
8
名

●
会
費

5
千
円

(
パ
1
T
ィ
ー
費
、
賞
品
代
ほ
か
)

昨年のスタート前風景

東
京
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
も
出
ま
す
。

●
プ
レ
ー
費

プ
レ
ー
費
(
概
算
十
阜
.
8
〇
円
)
+
昼

食
代
等
は
各
自
ご
精
算
下
さ
い
。

●
送
迎
バ
ス

東
京
駅
-
会
場
間

の
往
復
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

東
京
駅
7
‥
0
0
発
(
有
料
2
千
円
)

●
申
込
み

個
人
、
チ
ー
ム
自
由
。

但
し
、
卒
業
年
次
単
位
1
チ
ー
ム

4
名
の
一
括
申
込
み
を
歓
迎
。

●
申
込
方
法

①
氏
名
②
連
絡
先

住
所
③
電
話
番
号
④
卒
業
年
次

⑤
チ
ー
ム
の
場
合
は
代
表
者
名

⑥
送
迎
バ
ス
の
利
用
有
丑
年
i
を
明

記
し
(
書
式
自
由
)
事
務
局
宛
申

し
込
む
。

●
申
込
締
切

平
成
1
8
年
1
0
月
2
7
日
(
金
)

※
但
し
、
先
着
順
。
定
員
達
し
次

第
締
め
切
り
。

●
プ
レ
ー

1
8
ホ
ー
ル
ズ
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー
。
ハ
ン
デ
ィ
は
ダ
ブ
ル

ペ
リ
ア
方
式
で
算
出
。
同
ネ
ッ
ト

は
卒
業
年
次
上
位
。

●
対
抗
戦

卒
業
年
次
別
対
抗
戦
を

行
い
ま
す
。

1
チ
ー
ム
4
名
の
上
位
3
名
の
合

計
ス
コ
ア
で
順
位
決
定
。

●
表
彰

年
次
対
抗
戦
団
体
優
勝
、

個
人
戦
優
勝
ほ
か
賞
品
多
数
。

●
実
施
要
領

参
加
者
に
は
後
目

詳
細
な
実
施
要
領
を
送
付
し
ま

す
。

●
申
込
先

在
京
白
墨
会
事
務
局

十
〇
十
8
8
東
京
都
港
区
西
新
橋

丁
音
T
こ
、
玉
津
健
児
税
理
士
事

務
所
内
、
喜
田
喜
市
A
X
8
-
浅
〇
十

十
の
宰

(
直
通
)

白
墨
五
行
歌
会
、
吟
行
歌
会
を
行
う

「自重五行歌会」は8月26日(凸、南部藩ゆかりの

有栖月i宮記念公園で吟行歌会を行い、朗詠に挑

戦しました。毎月第2金曜日の定期歌会は、06年

10月から会場が秋葉原の和泉橋区民集会所(千

代田区神田佐久間町1-11)に変わりました

本
紙
2
0
号
で
お
伝
え
し
た
通
り
、

本
年
5
月
7
日
、
母
校
に
啄
木
歌
碑

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
、
正

門
を
入
っ
て
右
手
の
正
面
玄
関
五
里

除
幕
式
で
は
、
谷
藤
裕
明
盛
岡

市
長
(
S
坐
牛
)
、
鈴
木
文
雄
校
長

(
S
4
3
卒
)
、
谷
藤
文
明
・
4
3
空
似
丁
代

表
幹
事
ら
が
祝
辞
を
述
べ
、
そ
の
後
、

教
室
に
場
所
を
移
し
、
遊
座
昭
吾
先

生
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。昭和43年卒同窓生有志が発起人となり、啄木生

誕120年の年に母校に初めて建立された啄木

歌碑。赤御影石に啄木の「パルコン」の歌が刻

まれ、台座の姫神石には英訳も刻まれている

昨年11月に発足した白望五行歌会は、毎月

第2金曜日午後6時間30分から秋葉原で歌会を

行っています。参加希望の方は03-3269-3420

(42年卒・自重五行歌会代表)までお気軽に

ご連絡を。メ」レはsakurac○@ieaf○○Cn.ne.jp

風
の
メ
ロ
デ
ィ

雑
踏
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

ぼ
く
の
鼓
動
の
リ
ズ
ム

「
ノ
た

新
し
い
詩
が

生
ま
れ
る
瞬
間

髭

流

(
5
0
毎
」
も

廿
右
い
晴
ハ

ハ
ン
サ
ム
と
言
わ
れ
た
が

今
で
は

誰
も
何
と
も
言
わ
な
い

味
の
あ
る
顔

伊
奈

裕
(
3
8
集
D

戯
れ
の
検
索
に

今
の
色
別
が
ヒ
ッ
ト
し

藤
栓
塞
魔
し
て
い
る

幸
せ
そ
ゝ
つ
な
貴
方
に

思
い
を
馳
せ
る

嫌
斗

(
4
う
生
年
)

里
見
工
を
仰
ぐ

コ
ス
モ
ス
の

赤
や
ピ
ン
ク
は

遠
い
故
郷
を
田
や
っ

風
情
で
揺
れ

山
田
武
秋
(
優
生
等

※00年4月へ9月までの作品から抜粋。作者名はペンネームもあります

写真上は講演中の遊座先

生。写真右は歌碑を囲ん

で記念撮影する43年の皆

さん。遊座先生のこの日

の講演「盛岡の中学校
の露壷の臆」は国際啄
木学会盛岡支部会報第15

号に掲載されている

在
京
日
豊
会
の
ク
ラ
ブ
活
動
が
、

ま
た
増
え
た
。
地
域
の
サ
ー
ク
ル
な

ど
で
活
動
し
て
い
る
方
も
多
い
と
思

う
が
、
自
重
会
は
気
心
の
知
れ
た
仲

間
。
生
涯
の
い
き
が
い
と
し
て
、
長

く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
ゝ
㌔

新
し
い
ク
ラ
ブ
の
発
足
、
大
歓
迎
。

遠
慮
な
く
手
を
挙
げ
て
下
さ
い
。


